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研究成果の概要（和文）：「信頼感」の形成過程の初期の段階での前提要因として、米国、ドイツ、フィンラン
ド、チェコ、日本、台湾では名声と人的ネットワーク、そしてロシアとトルコでは獲得的地位と同郷・同窓が重
視されることが明らかとなり、先行研究の一部の理論が支持された。そして、３都市（上海、ソウル、東京）に
おいて信頼構造の共通性の有無について検証を行った結果、「信頼感」と属性（性別、年齢、学歴）、一部の性
格特性、人的ネットワークとの関連について共通性が認められた。2017年11月に31カ国121名の研究者が集い、
「信頼感」の国際会議が催され、その成果を専門誌に掲載した。また研究代表者は編著書に本研究成果の一部を
収録した。

研究成果の概要（英文）：Criteria for judging the trustworthiness of others before a first meeting 
are fame and personal network for the U.S. and Europe (i.e., Germany, Finland, Czech Republic) and 
Asia (Japan and Taiwan), and high achieved status and the same school or birthplace for Russia and 
Turkey, both of which partially support previous theories. To determine whether three major 
urbanized cities (i.e., Shanghai, Seoul, and Tokyo) share common trust structures, commonalities 
were found among the three cities for the relationships between trust and social characteristics 
(gender, age, and education), personal networks, and some personality characteristics. Finally, 121 
trust researchers from 31 nations gathered in Tokyo in 2017 to participate in an international 
conference on trust. A special issue of "Comparative Sociology" stemmed from the conference. The 
principal investigator also edited a book entitled "Trust in Contemporary Society" describing the 
results of the project.  
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 

 

   「信頼」は多くの社会科学の理論家に研究

の対象として議論されてきた。ところが実証

的裏付けのない理論的論争が中心であり、

1990 年代ごろから「信頼」に関する実証的研

究論文が、多岐の分野にわたって、主に欧米

において多く発表されるようになった。しか

し日本では、主に社会心理学の分野で近年行

われるようになってきたものの、社会学にお

いては実証的調査データに基づく国際比較研

究はほとんど手付かずの状態である。 

我々は基盤研究（A）（平成 19 年度～21 年

度）並びに基盤研究（B）（平成 22 年度～25

年度）により「信頼感」を多次元的に捉え、

既に７カ国（日本、米国、ロシア、フィンラ

ンド、ドイツ、チェコ、トルコ）および台湾

において、「信頼感」についての意識調査を

実施し、新たに「信頼感」尺度を作成し、

「信頼感」に関連する属性並びに意識構造の

共通の特徴と特異性などについて研究成果を

上げてきた。 

 

２．研究の目的 

１）「信頼感」の高いレベルの 1 カ国としてフ

ィンランドを選択したが、高レベル

の国家間の比較を可能にするため、

新たにノルウェーを加え調査を実施

する。 

  ２）これまで調査を実施した７カ国およ

び台湾そこにノルウェーを加えた総

合的分析を「信頼感」が同レベル

（高・中・低）の国家間で体系的比

較分析を行い、「信頼感」の形成過

程、特に初期の段階で形成される前

提要因を解明する。 

  ３）国際会議を開催し、我々の研究成果

と最近の「信頼感」研究の議論など

を踏まえ社会学の専門誌

Comparative Sociology で「信頼

感」の特別号として刊行、並びに

『Trust in Contemporary 

Society』を上梓する。 

４）「信頼」に関する諸理論、社会変動

論、近代化－脱（または再帰的）近

代化論、収斂理論、グローバリゼー

ションなどの社会科学の諸理論を踏

まえ、新たな理論構築のための検証

可能なモデルを設定し検証する。 

 

３．研究の方法 

 

これまで我々が実施した「信頼感」について
の意識調査データを使用し、主にコレスポン
デンス分析を行う。 

 
４．研究成果 
 

次の 4 項目である。 

①これまで我々が行った調査研究では、「信

頼感」が低レベルの国はロシアとトルコの２

カ国、中レベルの国は日本、米国、ドイツ、チ

ェコの４カ国および台湾、そして、高レベル

の国はフィンランドの１カ国であることが明

らかとなった。本研究では、高レベルの国に

ついての比較を可能にするため、新たにノル

ウェー（World Values Surveyによると高レベ

ルにランクされている）を加え、これまでの

７カ国および台湾そこにノルウェーを加えた

総合的分析を行う。そこでは「信頼感」が同レ

ベル（高・中・低）の国についての体系的比較

分析を、「信頼感」の形成過程、特に初期の段

階で形成される前提要因について類似点と相

違点の解明を試みた。なお、ノルウェーにつ

いては調査機関（IPSOS）に委託してオムニ

バス方式により調査を行ったが、調査経費が

予想より高額となり質問項目を削減せざるを

得ず、他の７カ国および台湾との比較分析に

制約があった。そこで、主に７カ国（日本、米

国、ロシア、フィンランド、ドイツ、チェコ、

トルコ）および台湾間において「信頼感」と先

行研究によって信頼の前提となると捉えられ

てきた９つの要因の関連性について多次元コ

レスポンデンス分析を行った。その結果、１）

前提要因の「友人の紹介」が４カ国（アメリ



カ、日本、トルコ、ロシア）および台湾におい

て最も高い割合を占めた。従って、P.シュトン

プカ（Sztompka）の述べている“重要な他者”

などからの情報や紹介により信頼は伝播する

点がある程度支持された。２）信頼の前提要

因は７カ国および台湾において、３つのクラ

スター（Ａ、Ｂ、Ｃ）を形成していることが明

らかとなった。つまり、Ａは名声と人的ネッ

トワーク、Ｂは高い獲得的地位、Ｃは同郷・同

窓である。そして、ＡがＢとＣと比べ、各国と

も高い割合を占めている。K.クック（Cook）

らは、信頼できるか否かの判断を、ステレオ

タイプに基づいて行う場合があることを明ら

かにしているが、ＢとCはこれを支持してい

る。また、Cの同郷・同窓に関して、人々は類

似の要因を持つ人を信頼し、持たない人を信

頼しない傾向があるという先行研究が支持さ

れた。３）各国とクラスターとの関係は、国別

の信頼の低、中、高に幾分対応している。従っ

て、信頼の前提要因として、欧米とアジアで

は名声と人的ネットワーク、ロシアとトルコ

では獲得的地位と同郷・同窓を重視する。こ

のことは、P.シュトンプカの[社会的地位・威

信の階層が急勾配の伝統的、エリート層の支

配する社会では、肩書、資格などを信頼の上

位に位置付け、より民主的で平等な社会では、

大衆からの人気の高さやメディアでの露出度

などが重視される」をある程度支持している。

信頼の前提要因と年齢との関連は、５カ国（ア

メリカ、日本、ドイツ、チェコ、フインランド）

および台湾で若年齢層（20－49歳）が名声・

人的ネットワーク要因を重視し、５カ国（ア

メリカ、ドイツ、チェコ、トルコ、フインラン

ド）で高年齢層（50歳以上）が高い獲得的地

位、そして２カ国（日本とチェコ）および台湾

では、同郷・同窓要因を重視している。 

②社会科学の理論構築に向けて、モデルを

作成し検証した結果、「信頼感」について調

査対象国となった7カ国および台湾に関して

収斂理論が適用できることが、本研究結果か

ら明らかとなった。さらにグローバル化に伴

い人口が集中する大都市においても他の既存

の理論が適用できるかどうかについて、吉野

研究分担者が2010年から2012年にかけて実

施した「環太平洋価値観国際比較調査」のデ

ータの中から、アジアの大都市である上海、

ソウル、東京のサンプルを抽出したデータを

用いて比較分析を行った。その結果、信頼感

の構造に共通性が認められた。また、パーソ

ナリティの1つの楽観主義、幸福感、パーソ

ナルネットワーク、属性（年齢、性別、学

歴）のすべてが、３都市において信頼感と関

連していることが明らかとなった。この共通

性は、都市化、近代化、グローバル化などに

よって、もたらされた収斂による大都市の特

徴なのか、それとも共通に埋め込まれた伝統

的文化的規範や社会的価値観などによるもの

なのかどうかを解明することは今後の研究結

果を待ちたい。 

 

③「信頼感」に関連する国内外の諸機関（内閣

府政府広報室、ＮＨＫ、読売新聞、朝日新聞、

毎日新聞、博報堂、ミシガン大学の ICPSR 、

Roper Center 等）で１９７８年以降実施され

た世論調査結果をまとめた資料集を刊行した。 

 

④中央大学社会科学研究所主催により、

2017 年 11 月 18 日から 21 日まで世界 31 カ

国から 121 名の研究者が集い、「信頼感」に

関する研究の国際会議が開催された。全体会

議では 15 の講演・論文発表と 32 の分科会

で 85 の論文発表が行われた。その初日の全

体会議では、社会学の重鎮である P.シュト

ンプカ （ポーランドヤギェウォ大学教授/

元世界社会学会会長）のビデオによる基調講

演、経済学・社会哲学で世界的に著名な B.

ノートブーム（オランダティルブルフ大学教

授）の講演、そして R.バッチマン(ロンドン

大学「信頼」研究所所長)の講演が行われ

た。2 日目の全体会議では、「信頼研究の現

状」、「対人関係の信頼と適応」、「ネットワー

ク分析」、「中国を事例とした社会的・経済的

近代化」、「1989 年後のチェコ共和国におけ



る、市民参加、民主主義の正当性と信頼」に

ついて発表が行われた。3 日目の全体会議で

は、「対人関係における不信」、「アジアの視

点から見た中国における信頼」、「ロシアにお

ける家庭での社会化とその変容」、「英国のメ

ンタルヘルスにおける信頼」、「公共における

信頼の新たなアプローチ」、「自発性としての

信頼」について発表が行われた。3 日間の分

科会では、多岐にわたる研究テーマで信頼と

の関わりについて発表が行われた。本国際会

議の特筆すべき事は、５大陸 31 カ国から社

会科学の多岐にわたる専門分野の研究者が一

堂に会して信頼に関する研究発表を行ったお

そらく初めての国際会議であった点である。

本会議の参加者からは、会議に対し称賛のコ

メントが多く寄せられた。本国際会議の成果

は、会議発表収録集（abstract）と社会学の

専門誌 Comparative Sociology で「信頼感」

の特集号として発行した。また、研究代表者

は編著書 Trust in Contemporary Society を

上梓し、当該年度の研究成果の一部を収録し

た。 
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